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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

消
防
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
係
る 

債

務

負

担

行

為

の

設

定 

（
平

成

30

年

度

松

原

市

一

般

会

計 

補

正

予

算

（

第

５

号

）

） 

平
成
36
年
度
か
ら
の
消
防
指
令
業
務
の
共
同
運
用
（松
原
市
・大
阪

市
・八
尾
市
の
実
施
を
目
指
し
、
シ
ス
テ
ム
実
施
設
計
に
か
か
る
経
費

負
担
を
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
に
か
け
て
の
債
務
負
担
限
度
額

を
設
定
す
る
も
の
。 

問 

消
防
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
お
い
て
、
大
阪
市
・八
尾
市
と

の
共
同
運
用
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
・デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て 

答 

大
阪
市
の
消
防
力
を
活
か
し
た
緊
急
通
報
事
案
に
対
す
る
迅

速
化
、
消
防
力
の
ア
ッ
プ
及
び
財
源
を
含
め
た
財
政
負
担
の
軽
減
が

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
共
同
運
用
に
よ
る
三
者
同
時
通
話
等
に

よ
り
、
地
理
の
不
案
内
や
タ
イ
ム
ラ
グ
に
つ
い
て
も
ま
か
な
え
る
。 

問 

今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
予
定
に
つ
い
て 

答 

平
成
31
・
32
年
度
で
シ
ス
テ
ム
の
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
33

年
度
か
ら
の
３
年
間
で
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
う
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
完

成
後
の
共
同
運
用
開
始
ま
で
に
規
約
や
協
定
等
締
結
の
手
続
き
を

行
う
。 

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
本
市
の
負
担
割
合
に
つ
い
て 

▽
運
用
開
始
後
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
協
議
に
つ 

 
 

い
て 

▽
共
同
運
用
に
関
す
る
基
本
協
定
書
及
び
シ
ス
テ
ム
設
計
に
つ
い
て 

議 案 の 質 疑 に つ い て は 以 下 の と お りで す！ 

新

図

書

館

指

定

管

理

料

に

係

る 

債

務

負

担

行

為

の

設

定 

（
平

成

30

年

度

松

原

市

一

般

会

計 

補

正

予

算

（

第

５

号

）

） 

建
設
中
の
新
松
原
図
書
館
に
つ
い
て
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
効

率
的
・効
果
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
導
入
す
る
指
定
管
理
者
の
募

集
を
行
う
た
め
に
必
要
な
債
務
負
担
限
度
額
と
し
て
設
定
す
る
も

の
。 

問 

本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
財
政
負
担
に
つ
い
て 

答 

公
債
費
負
担
の
減
少
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
税
収
効
果

に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。
将
来
に
わ
た
り
過
度
な
負
担
に
な
る
も
の

で
は
な
い
。 

問 

今
回
指
定
管
理
者
の
対
象
と
な
る
図
書
館
は
？ 

答 

新
松
原
図
書
館
で
あ
る
。 

問 
債
務
負
担
行
為
の
設
定
根
拠
と
な
っ
て
い
る
指
定
管
理
者
に
求

め
よ
う
と
す
る
業
務
の
範
囲
は
？ 

答 

現
松
原
図
書
館
か
ら
の
移
転
業
務
、
図
書
の
購
入
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

貼
付
、
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｔ
化
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
そ
の
他
プ

レ
ー
ト
設
置
等
の
準
備
行
為
な
ど
が
含
ま
れ
る
。 

問 

運
営
時
間
や
建
物
面
積
の
増
加
が
あ
る
と
し
て
も
、
新
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、
コ
ス
ト
面
に
お
け
る
効
果

が
も
っ
と
表
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
？
指
定
管
理
者
の
募
集
・選
定

後
の
契
約
金
額
が
当
該
債
務
負
担
限
度
額
よ
り
で
き
る
だ
け
下
が

る
工
夫
・努
力
を
す
べ
き
で
は
？ 

答 

よ
り
質
の
高
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
経
費
負
担
の
軽

減
を
目
的
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
。
民
間
の
能
力
を
最
大
限

活
か
し
た
工
夫
に
よ
り
、
経
費
を
抑
制
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
求
め
る
。 

 

問 

具
体
的
に
図
書
の
選
定
や
購
入
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
？ 

答 

市
か
ら
方
針
等
を
伝
え
た
う
え
で
指
定
管
理
者
が
選
書
し
、
市

が
最
終
決
定
し
た
の
ち
、
指
定
管
理
者
が
購
入
す
る
。 

問 

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
に
お
け
る
図
書
館
協
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て 

答 

図
書
館
事
業
全
体
に
つ
い
て
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。 

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
指
定
管
理
業
務
の
範
囲
を
広
げ
る
理
由
に
つ
い
て 

▽
図
書
館
長
の
権
限
に
つ
い
て 

▽
施
設
の
維
持
管
理
及
び
光
熱
水
費
の
積
算
等
に
つ
い
て 

▽
シ
ス
テ
ム
構
築
費
の
積
算
方
法
に
つ
い
て 

▽
現
行
図
書
と
の
入
れ
替
え
を
含
め
た
初
年
度
の
図
書
購
入
費
と 

の
こ
と
だ
が
、
よ
り
効
果
的
な
投
資
に
繋
が
る
よ
う
な
工
夫
を
す 

べ
き
で
は
？ 

▽
指
定
管
理
を
行
う
事
業
者
に
お
け
る
雇
用
条
件
等
に
つ
い
て 

▽
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
に
お
け
る
現
行
職
員
の
配
置
及
び
現

在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
今
後
に
つ
い
て 

▽
改
正
が
必
要
と
な
る
要
綱
等
整
備
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て ▽
分
館
に
置
い
て
い
な
い
図
書
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

▽
読
書
通
帳
の
有
料
・無
料
の
判
断
に
つ
い
て 
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市議会から国会や関係省庁に

対し意見書を提出しました！ 

〇ＵＲ賃貸住宅ストックの活用を求める意見書 

 

〇食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを 

 進める意見書 

▽
当
初
予
算
か
ら
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費 

 
 

が
増
加
し
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が 

 
 

減
少
し
た
理
由
及
び
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー 

 
 

ビ
ス
給
付
費
の
減
額
理
由
に
つ
い
て 

▽
要
支
援
・
要
介
護
者
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ 

 
 

ス
の
提
供
に
つ
い
て 

▽
市
内
に
お
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
足
度
等 

 

 
 

に
つ
い
て 

平
成

30

年
度
松
原
市
介
護
保
険 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

▽
都
道
府
県
化
後
に
お
け
る
保
険
料
率
や
賦
課    

    

限
度
額
の
決
め
方
及
び
運
営
協
議
会
の
役
割 

    

等
に
つ
い
て 

▽
現
時
点
に
お
い
て
統
一
保
険
料
に
す
る
理
由 

  

    

及
び
他
市
状
況
並
び
に
賦
課
限
度
額
を
変 

 
 

更
し
な
い
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
等
に
つ
い
て 

▽
都
道
府
県
化
後
に
お
け
る
一
般
会
計
繰
入
金 

 
  

の
考
え
方
に
つ
い
て 

▽
保
険
料
額
抑
制
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
国 

 
 

の
特
別
調
整
交
付
金
の
一
部
を
活
用
す
る
改 

 
 

正
に
よ
り
、
保
険
料
賦
課
総
額
の
引
き
下
げ 

 
 

と
な
る
根
拠
、
平
成
31
年
度
及
び
32
年
度 

    

以
降
の
保
険
料
率
へ
の
影
響
、
特
別
調
整
交 

    

付
金
の
決
定
方
法
等
に
つ
い
て 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業 

▽
平
成
30
年
度
補
正
予
算
と
し
て
計
上
す
る
理 

   

由
、
経
費
の
内
訳
及
び
今
後
必
要
な
経
費
を 

   

含
め
た
国
の
負
担
に
つ
い
て 

▽
国
か
ら
示
さ
れ
た
発
券
時
期
、
及
び
対
象
店 

   

舗
や
品
物
等
の
利
用
条
件
等
に
つ
い
て 

各
小
中
学
校
庇
改
修
等
事
業 

▽
点
検
で
見
つ
か
っ
た
不
備
の
対
処
法
、
今
後
の 

   

改
修
計
画
及
び
優
先
順
位
の
決
め
方
等
に
つ
い
て 

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
事
業
に
お
け
る 

事

業

未

完

了

に
よ

る

繰

越

明

許

補

正 

▽
事
業
の
概
要
、
補
正
率
、
執
行
済
額
及
び
繰
り 

   

越
し
額
の
内
訳
等
に
つ
い
て 

平
成

30

年
度
松
原
市
一
般
会
計 

補

正

予

算

（
第

５

号

） 

※
議
員
（
委
員
）
の
質
疑
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
を
含
む
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

議 案 質 疑 の つ づ き 

松
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

（
議
案
第

21

号
及
び
第

29

号
） 

松
原
市
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規

模
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

▽
条
例
の
改
正
内
容
、
下
限
面
積
を
５
０
０
㎡
か
ら 

    

３
０
０
㎡
に
緩
和
す
る
理
由
に
つ
い
て 

▽
追
加
指
定
を
す
る
予
定
及
び
追
加
指
定
し
た
場 

   

合
の
固
定
資
産
税
影
響
額
に
つ
い
て 

▽
特
定
生
産
緑
地
制
度
等
に
つ
い
て 

大
阪
市
・
八
尾
市
・
松
原
市
環
境
施

設
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る

協

議

に

つ

い

て 

▽
新
た
に
守
口
市
が
加
入
す
る
こ
と
に
至
っ
た
経 

   

緯
、
組
合
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
効 

   

果
額
等
の
本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

▽
規
約
の
改
正
内
容
、
規
約
の
施
行
時
期
並
び
に 

   

共
同
処
理
開
始
時
期
に
つ
い
て 

▽
分
担
金
の
負
担
割
合
及
び
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
整 

 

   

備
状
況
と
分
担
金
の
関
係
等
に
つ
い
て 

松
原
市
南
部
大
阪
都
市
計
画
寺
池

地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て 

▽
公
が
関
与
し
た
財
産
処
分
に
お
い
て
、
落
札
額 

    

に
用
途
地
域
等
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る 

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る 

条

例

制

定

に

つ

い

て 
▽
新
た
に
技
能
職
員
に
適
用
す
る
等
級
別
基
準
職 

   

務
表
を
導
入
す
る
目
的
・
効
果
・
必
要
性
及
び 

   

そ
の
詳
細
に
つ
い
て 

▽
新
規
技
能
職
員
の
人
材
確
保
及
び
モ
チ
ベ
ー 

   

シ
ョ
ン
に
つ
い
て 

▽
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
の
適
切
な
目 

   

標
設
定
及
び
ど
の
よ
う
な
昇
級
試
験
を
考
え 

   

て
い
る
の
か 

別

所

・
若

林

・
岡

財

産

区 

管

理

委

員

の
選

任

に
つ
い
て 

（
議
案
第

31

号
か
ら
第

33

号
） 

▽
人
選
に
係
る
資
格
調
査
の
範
囲
に
つ
い
て 

▽
管
理
委
員
の
人
選
に
係
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
経 

   

緯
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
現
状
に
つ
い
て 

▽
後
継
者
育
成
に
関
す
る
市
と
し
て
の
手
立
て
や 

   

取
り
組
み
に
つ
い
て 

▽
ど
の
よ
う
な
後
継
者
を
求
め
、
後
継
者
育
成
ま 

   

で
に
ど
の
程
度
の
期
間
を
有
す
る
の
か
？ 

▽
市
が
決
め
た
方
針
ど
お
り
に
人
選
が
進
ま
な
い 

   

こ
と
に
よ
る
方
向
転
換
等
に
つ
い
て 
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問 

学
力
向
上
の
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

主
体
的
・対
話
的
で
深

い
学
び
の
た
め
に
授
業
改

善
を
継
続
し
、
専
門
家
を

効
果
的
に
活
用
し
学
力
向

上
を
図
る
。 

問 

教
職
員
の
指
導
力
向

上
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。 

答 

教
員
の
研
修
や
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
各
学

校
の
好
事
例
の
交
流
等
、

効
果
的
な
支
援
体
制
の
構

築
が
必
要
と
考
え
る
。 

問 

※1

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
考
え

方
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

外
国
の
文
化
に
触
れ

た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
つ
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。 

問 

小
中
一
貫
や
義
務
教

育
学
校
の
考
え
方
に
つ
い
て

本
市
の
方
向
性
を
問
う
。 

答 

小
規
模
化
の
対
策
の

一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。 

問 

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

の
現
状
や
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

１
学
期
に
１
回
以
上
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
今
後

も
、
気
に
な
る
言
動
や
行

動
を
見
逃
さ
ず
未
然
防
止

に
努
め
る
。 

問 

ク
ラ
ブ
指
導
員
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

専
門
性
の
あ
る
部
活

動
指
導
員
や
外
部
指
導
者

の
指
導
に
よ
り
、
効
率
的
で

効
果
的
な
部
活
動
の
実
現

を
目
指
す
。 

問 

松
原
南
小
学
校
の
庇

落
下
事
故
を
受
け
、
新
た
な

小
中
学
校
の
法
定
点
検
に

つ
い
て
考
え
を
問
う
。 

答 

法
定
点
検
を
前
倒
し

で
実
施
し
、
建
築
基
準
法
で

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
所
も

点
検
を
行
う
。 

問 

新
図
書
館
に
お
い
て
市

民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
機
能
を
充
実
さ
せ
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
運
営

方
法
も
併
せ
て
市
の
方
向

性
を
問
う
。 

答 

滞
在
型
の
図
書
館
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
満
足
度

の
高
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
と
経
費
の
削
減
が

期
待
で
き
る
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
が
効
果
的
と

考
え
る
。 

問 

土
地
の
利
活
用
し
た
若

林
・小
川
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
考
え
を
問
う
。 

答 

交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実

や
災
害
時
の
避
難
経
路
の

確
保
が
図
れ
る
。 

問 

大
塚
運
動
広
場
及
び
、

周
辺
施
設
の
充
実
を
図
り
、

市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
問
う
。 

答 
健
康
に
対
す
る
意
識

や
防
災
に
対
す
る
関
心
な

ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。 

問 

移
住
定
住
促
進
に
つ
い

て
、
空
き
家
を
利
活
用
し
た

若
者
の
移
住
定
住
促
進
に

つ
い
て
考
え
を
問
う
。 

答 

効
果
的
な
仕
組
み
づ

く
り
を
研
究
し
て
い
く
。 

問 

高
齢
者
施
策
に
つ
い

て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

生
活
支
援
体
制
の
整

備
や
認
知
症
施
策
の
推
進

を
進
め
て
い
る
。 

問 

高
齢
者
の
健
康
寿
命

及
び
介
護
予
防
対
策
に
つ
い

て
問
う
。 

答 

高
齢
者
の
方
が
生
き

が
い
や
社
会
で
の
役
割
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。 

問 

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
方
向
性
を
問
う
。 

答 

認
知
症
へ
の
早
期
対
応

と
理
解
を
深
め
、
地
域
で
の

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
た
い
。 

問 

災
害
時
の
避
難
所
に
つ

い
て
、
災
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
取
り
組
み
や
垂
直
避
難

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
の
考
え
を
問
う
。 

答 

避
難
準
備
行
動
等
の

基
準
と
な
る
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
策
定
し
、
共
助
を
柱
と

し
た
水
平
避
難
を
促
し
て

い
く
。 

問 

窓
口
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に

つ
い
て
、
新
た
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。 

答 

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
た
い
。  

           

問 

①
安
心
・安
全
で
活
力

を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

②
人
を
育
て
、
人
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
③
魅
力
を
発
信

し
、
市
民
と
共
に
進
め
る
ま

ち
づ
く
り 

そ
れ
ぞ
れ
の
重

点
課
題
と
そ
の
対
策
は
。 

答 

①
の
課
題
は
、
20

歳

代
か
ら
30
歳
代
の
転
出
超

過
者
数
が
多
い
こ
と
。
対
策

は
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
確
保
や
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
。
②
の
課
題
は
、

若
年
層
の
転
出
超
過
で
あ

る
。
対
策
は
、
在
宅
の
子
育

て
支
援
の
充
実
や
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
を
行
う
。

③
の
課
題
は
、
全
国
的
な

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
で
あ
る
。
対
策
は
、
※1

Ｓ

Ｃ
活
動
を
始
め
と
し
た
安

心
・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
取
組
と
合
わ
せ
、
観

光
振
興
や
歴
史
・文
化
の
活

用
に
よ
り
多
様
な
魅
力
を

確
立
し
、
市
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
で
、
人
や
産
業
を

呼
び
込
む
。 

問 

第
５
次
総
合
計
画
に
お

い
て
も
、
８
年
後
に
人
口

が
、
６
千
人
減
少
す
る
計
画

に
な
っ
て
い
る
が
、
市
税
等

市
政
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。 

答 

若
い
世
代
、
就
業
者
の

人
口
が
減
少
す
る
と
特
に

個
人
市
民
税
に
大
き
く
影

響
が
出
る
と
考
え
る
。
今

後
新
た
な
人
口
獲
得
に
つ

な
が
る
定
住
施
策
、
若
い

世
代
を
呼
び
込
む
施
策
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
。 

問 

移
住
・定
住
を
促
進
す

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
と
は
。 

答 

市
内
で
の
雇
用
の
確

保
、
下
水
道
整
備
な
ど
取

り
組
ん
で
き
た
。 

問 

20
歳
代
か
ら
30
歳
代

の
転
出
超
過
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
の
取
組
み
が
特

に
必
要
な
の
で
は
。 

答 

こ
れ
か
ら
も
ど
う
い
っ

本定例会では各会派より代表質問されました！ 

公明党 

河内 徹 

自由民主党 

池内 秀仁 

第
５
次
総
合
計
画
基
本
構

想
の「
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の

柱
」 

※1

Ｓ
Ｃ
＝
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
略
。 

※1
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
情
報
通
信
技
術
の
こ
と
。 
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た
も
の
が
本
市
に
人
を
呼

び
込
む
ま
ち
づ
く
り
に
な

る
の
か
を
常
に
検
証
し
な

が
ら
新
た
な
対
策
を
打
つ
。 

   

問 

恵
我
幼
稚
園
で
の
天
井

崩
落
事
故
や
松
原
南
小
学

校
で
の
庇
落
下
事
故
な
ど

市
内
で
公
共
施
設
に
お
け

る
事
故
が
相
次
い
だ
が
、
こ

の
様
な
事
故
を
二
度
と
起

こ
さ
な
い
為
に
は
、
公
共
施

設
を
一
元
的
に
管
理
す
る

部
署
を
作
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

答 

今
後
、
個
別
施
設
計
画

を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
施

設
の
管
理
一
元
化
も
含

め
、
よ
り
よ
い
施
設
管
理
の

手
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
。 

問 

対
処
療
法
的
な
管
理

の
仕
方
で
は
な
く
、
き
っ
ち

り
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

下
、
計
画
的
に
点
検
・管
理

を
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

急
げ
。 

答 

平
成
31
年
度
に
は
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
調

査
を
開
始
し
、
平
成
32
年

度
に
個
別
施
設
計
画
を
策

定
す
る
予
定
。 

   

問 

１
学
年
１
ク
ラ
ス
し
か

な
い
小
規
模
学
校
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
松
原
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
良
く
な
い
環
境

で
あ
る
と
の
認
識
は
幾
度

と
な
く
示
さ
れ
て
は
い
る

が
、
適
正
規
模
化
へ
向
け
た

計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。 

答 

学
校
教
育
基
本
構
想

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
教
育
委
員
会
と
し

て
の
方
向
性
を
示
し
、
通
学

区
域
審
議
会
へ
諮
る
。 

問 

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

検
討
委
員
会
と
通
学
区
域

審
議
会
と
の
関
係
性
を
明

確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
り

具
体
的
な
諮
問
を
し
具
体

的
な
答
申
を
求
め
、
一
日

も
早
く
子
ど
も
た
ち
の
良

く
な
い
環
境
の
改
善
を
図
れ
。 

答 

絶
え
ず
学
校
と
教
育

委
員
会
で
相
談
し
な
が

ら
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
よ
り
減

る
よ
う
な
学
校
運
営
を

し
、
子
ど
も
の
よ
り
よ
い
環

境
の
整
備
を
し
て
い
く
。  

  

     

   

問 

セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
は
機

構
の
縛
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

真
の
学
校
の
安
全
対
策
を

進
め
る
べ
き
。 

答 

22
校
が
定
期
的
に
※1

Ｉ

Ｓ
Ｓ
の
取
り
組
み
を
交
流

し
、
広
げ
て
い
く
。 

問 
食
育
の
授
業
＝
学
校

給
食
無
償
化
へ
の
検
討
を
。 

答 

国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。 

問 

小
中
学
校
の
全
て
の
教

室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。
公

立
幼
稚
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
も
十
分
な
体
制
に
。 

答 

小
中
学
校
は
状
況
に

応
じ
設
置
し
て
い
く
。
幼
稚

園
は
暑
い
期
間
も
充
実
し

た
教
育
活
動
を
行
え
る
よ

う
設
置
し
て
い
く
。 

問 

学
校
施
設
の
整
備
を
一

日
も
早
い
万
全
な
実
施
を
。 

答 

年
次
的
に
計
画
を
立
て

な
が
ら
行
っ
て
い
く
。 

問 

就
学
前
教
育
・保
育
無

償
化
で
負
担
増
に
な
ら
な

い
よ
う
国
に
求
め
よ
。 

答 

国
か
ら
の
情
報
内
容

を
注
視
し
て
い
く
。 

問 

認
定
こ
ど
も
園
の
目
標

と
計
画
を
示
せ
。 

答 

岡
２
丁
目
は
平
成
32

年
度
中
の
開
園
を
目
指
す
。

ま
た
、北
東
部
地
域
は
候
補

地
の
選
定
等
取
り
組
む
。 

問 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

は
窓
口
負
担
ゼ
ロ
へ
。
年
齢

拡
大
も
検
討
せ
よ
。 

答 

中
学
校
卒
業
ま
で
年

齢
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
に
対
し
補
助
制
度
の
創

設
を
要
望
し
て
い
く
。 

問 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
ネ
ウ
ボ
ラ
は
教
育
委

員
会
と
も
連
携
を
。 

答 

庁
内
窓
口
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
く
。 

  

問 

定
住
対
策
と
し
て
の
空

き
家
対
策
を
。 

答 

庁
内
関
係
部
署
と
連

携
し
、
引
き
続
き
対
策
を

進
め
て
い
く
。 

問 

遺
跡
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
で
経
済
や
観
光
に

も
活
用
す
べ
き
。 

答 

庁
内
関
係
部
署
と
連

携
し
、
事
業
者
と
協
議
を

図
っ
て
い
く
。 

問 

高
見
の
里
・布
忍
駅
周

辺
も
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

合
わ
せ
整
備
す
べ
き
。 

答 

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
道
路
整
備
を
引
き
続
き

進
め
て
い
く
。 

問 

災
害
対
策
と
し
て
地
域

住
民
と
と
も
に
災
害
ゴ
ミ
集

積
所
の
確
定
を
。
自
主
防

災
組
織
と
連
携
し
都
市
公

園
な
ど
に
防
災
倉
庫
の
設

置
、
防
災
備
蓄
費
の
増
額

を
。 

答 

引
き
続
き
個
別
回
収

の
実
施
や
自
主
防
災
組
織

と
連
携
強
化
を
図
り
、
取

り
組
ん
で
い
く
。 

「長
生
き
を
し
て
よ
か
っ
た

と
い
え
る
温
か
い
ま
ち
づ
く 

 

問 

ぐ
る
り
ん
号
の
土
日
運

行
と
ル
ー
ト
の
改
善
に
つ
い
て 

答 

利
便
性
の
向
上
に
向

け
、
様
々
な
課
題
を
検
討

し
て
い
く
。 

問 

高
い
介
護
保
険
料
の
市

独
自
の
減
免
制
度
の
充
実

に
つ
い
て 

答 

引
き
続
き
低
所
得
者

に
配
慮
し
た
段
階
別
の
設

定
と
し
て
い
く
。 

問 

敬
老
祝
い
金
の
毎
年
支

給
・福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
の

充
実
を
求
め
る
。 

答 

今
後
も
さ
ら
な
る
予

防
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。 

   

     

    

問 

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
「
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
担
当
を
一
つ
の
部

署
に
ま
と
め
「
日
本
一
充

実
し
た
児
童
虐
待
・保
護
者

の
た
め
の
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を

代表質問の続き 

日本共産党 

森田 夏江 

大阪維新の会 

平野 良子 

小
・中
学
校
や
幼
稚
園
を
含
む

公
共
施
設
の
管
理
の
あ
り
方 

松
原
の
公
立
小
・中
学
校
の

現
状
と
こ
れ
か
ら 

子
ど
も
の
命
・育
ち
・学
び
を

最
優
先
へ 

「
真
に
安
心
・
安
全
な
ま
ち 

づ
く
り
を
」 

長
生
き
を
し
て
よ
か
っ
た
と 

い
え
る
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
を 

児

童

虐

待

を

防

ぐ
為 

「
日
本
一
充
実
し
た
児
童

虐
待
・保
護
者
の
た
め
の
総

合
セ
ン
タ
ー
」
を
。 

※1

Ｉ
Ｓ
Ｓ
＝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
の
略
。 
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設
置
し
て
は
。 

答 
総
合
的
な
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。 

問 

「
親
の
孤
立
を
防
ぐ
」

た
め
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
と
有
効
な
活
用

を
。 

答 

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支

援
の
充
実
を
図
る
。  

問 

相
談
に
か
く
れ
る
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
と
リ
ス
ク
を
見
抜

く
こ
と
が
重
要
。
本
気
で
救

い
た
い
な
ら
、
相
談
者
の
視

点
で
改
善
と
窓
口
の
一
元

化
を
。 

答 

一
元
化
は
す
ぐ
に
は
困

難
と
考
え
る
。
相
談
窓
口

を
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
く
し
て
い
く
。 

問 

「
役
所
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
」
は
、
共
依
存
と
な
っ

た
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
救
出
。
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
松
原
独
自
で
設
置

す
べ
き
。検
討
は
し
た
か
。な

ぜ
設
置
を
し
な
い
の
か
。 

答 

現
在
、
府
の
女
性
相
談

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
対

応
し
て
お
り
、
本
市
独
自
で

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

問 

費
用
対
効
果
の
少
な
い

事
業
の
見
直
し
歳
出
抑
制

が
必
要
。
そ
の
財
源
を
次
世

代
へ
の
投
資
へ
。
松
原
は
今

後
ど
う
よ
く
な
っ
て
い
く
の

か
。 

答 
天
美
Ｂ
地
区
、
新
堂
四

丁
目
地
区
の
大
規
模
集
客

商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
す
と
と
も
に
、
三
宅

地
区
に
つ
い
て
も
地
元
地
権

者
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
。 

  

問 

「
誰
に
」
松
原
へ
移
住

し
て
も
ら
い
た
い
の
か
絞
り

込
み
、
そ
れ
に
特
化
し
た
政

策
を
す
べ
き
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答 

移
住
・定
住
を
促
進
す

る
た
め
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

手
法
と
い
う
の
を
今
後
研
究
・

検
討
し
て
進
め
て
い
く
。 

   

問 

市
内
の
各
公
共
施
設
の

量
と
質
を
適
正
に
す
べ
き
で

具
体
的
な
決
定
が
必
要
だ

が
ど
う
か
。 

答 

各
公
共
施
設
の
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。
市
民
と
の
情
報
共
有

も
含
め
、
十
分
研
究
し
て
進

め
た
い
。 

    

問 

以
前
か
ら
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

推
進
を
提
案
し
て
き
た
。
施

政
方
針
の
中
の
「
Ａ
Ｉ
・Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
進
め
る
」
と
は
何
の
こ

と
か
。 

答 
申
告
時
の
税
情
報
の

入
力
自
動
化
等
で
事
務
効

率
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
。 

  

  

 

 

 

    

   

     

問 

「
安

心
・安

全
」
に

は
、
空
き
家
対
策
や
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
土
地
の
有
効

活
用
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
空
き
家
対
策
協
議
会

や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。 

答 

平
成
31
年
度
よ
り
、

管
理
不
十
分
な
危
険
空
き

家
の
除
却
に
対
す
る
補
助

制
度
を
新
た
に
創
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
危
険
を
排
除

す
る
と
と
も
に
、
土
地
の
流

通
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
主

要
幹
線
道
路
で
あ
る
堺
松

原
線
沿
道
と
い
う
立
地
を

生
か
し
、
地
権
者
の
意
向
に

沿
っ
た
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
。 

問 

子
ど
も
の
虐
待
事
案
な

ど
が
増
加
し
、
多
様
化
、
複

雑
化
す
る
中
、
困
窮
家
庭

の
子
ど
も
へ
の
支
援
は
、
福

祉
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
の

面
か
ら
も
重
要
に
な
る
と

考
え
る
が
、
教
育
委
員
会
と

し
て
の
考
え
は
。 

答 

子
ど
も
の
貧
困
問
題

は
、
学
習
・生
活
習
慣
、
進

路
等
に
も
影
響
が
及
ぶ
も

の
と
考
え
て
お
り
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

と
も
に
、
福
祉
、
教
育
の
連

携
し
た
取
組
を
一
層
進
め

て
い
く
。 

問 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
に

つ
い
て
各
学
校
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
る
か
。 

答 

平
成
30
年
度
、
全
て
の

学
校
が
取
組
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
推
進
会

議
を
開
催
し
、
各
校
の
進

捗
や
課
題
を
共
有
す
る
機

会
を
持
ち
つ
つ
、
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
機
構
か
ら

の
助
言
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
各
学
校
の
課
題
解
決

に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。 

問 

安
心
・安
全
な
学
校
環

境
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
改

修
と
い
う
方
向
だ
け
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

こ
れ
か
ら
や
、
地
域
住
民
の

思
い
も
受
け
止
め
る
べ
き
で

は
。 

答 

今
後
の
学
校
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
教
育
基
本
構

想
検
討
委
員
会
の
中
で
議

論
い
た
だ
い
て
い
る
小
・中

学
校
の
適
正
規
模
を
含
む

同
委
員
会
の
答
申
も
踏
ま

え
、
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
な
る
性
格
を

有
す
る
こ
と
か
ら
も
、
保
護

者
や
地
域
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
ま
ず
は
子
ど
も
た

ち
の
安
心
・安
全
と
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
必
要
な
こ
れ

か
ら
の
教
育
を
大
切
に
考

え
、
検
討
し
て
い
く
。 

問 

国
の
人
権
三
法
や
市
人

権
施
策
基
本
方
針
改
訂
を

踏
ま
え
、
今
後
の
人
権
行
政

を
ど
う
進
め
る
の
か
。 

答 

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
基
づ
き
、
誰

も
が
違
い
を
認
め
合
う
差

別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
今
後
も
、
全

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
差
別
の
な
い
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
く
。 

まつばら未来 

松井 育人 

将
来
世
代
の
負
担
を
考
え
て

公
共
施
設
の
適
正
化
を
。 

※1

Ａ
Ｉ
・Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
業

務
効
率
化
・市
民
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
。 

代表質問の続き 

行

財

政

改

革

を

。 

令和元年第１回定例会は、 

６月７日（金）より開会します。 

詳しくは８ページをご覧ください！ 

※1

Ａ
Ｉ 

＝
人
工
知
能
の
こ
と
。  

 

選
ば
れ
る
ま
ち
に
す
る
為
に
手

法
を
変
え
て
発
信
を
。 
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問 

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
あ

た
っ
て
は
、
観
光
な
ど
も
重

要
だ
が
、
「
人
権
」
を
柱
に

し
て
は
ど
う
か
。 

答 

あ
ら
ゆ
る
人
権
を
尊

重
す
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

   

        
問 

新
図
書
館
建
設
で
田
井

城
今
池
親
水
公
園
の
機
能
は

損
な
わ
れ
る
と
考
え
る
が
？ 

答 

田
井
城
今
池
親
水
公

園
の
環
境
を
最
大
限
に
活

か
し
、
自
然
と
の
調
和
を
図

る
こ
と
に
よ
り
親
水
公
園

の
機
能
は
損
な
わ
れ
な
い

と
考
え
る
。 

問 

親
水
機
能
を
確
保
で

き
る
復
元
を 

答 

ベ
ン
チ
等
は
も
と
の
形

に
復
元
す
る
。 

問 

屋
上
緑
化
に
よ
る
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
め
ざ

し
、
日
除
け
部
分
と
し
て
ソ

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
置
き
換
え

て
は
ど
う
か
。 

答 

指
定
管
理
者
に
コ
ス
ト

を
下
げ
ら
れ
る
よ
う
提
案

を
求
め
な
が
ら
緑
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。 

問 

市
長
は
親
子
づ
れ
で
ゆ

っ
く
り
で
き
る
よ
う
な
図
書

館
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
な

ら
休
日
の
ぐ
る
り
ん
号
運

行
を
検
討
す
べ
き
で
は
？ 

答 

市
内
の
民
間
と
公
共

交
通
の
兼
ね
合
い
や
経
費

増
加
に
よ
る
一
定
の
受
益

者
負
担
も
含
め
た
運
行
形

態
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
総
合
的
な
観
点
か

ら
研
究
し
て
い
く
。 

問 

日
本
共
産
党
は
、
今
の
松

原
図
書
館
を
児
童
書
や
ア
ニ

メ
コ
ー
ナ
ー
を
配
し
た
「
児

童
図
書
館
」と
し
て
整
備
す
る

よ
う
に
提
案
す
る
が
。 

答 
新
図
書
館
に
お
い
て
ワ

ン
フ
ロ
ア
を
授
乳
室
や
子
ど

も
用
ト
イ
レ
を
備
え
た
児

童
向
け
フ
ロ
ア
に
整
備
す
る

予
定
を
し
て
る
。 

問 

市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
職

員
に
情
報
を
共
有
し
、
発
展
で

き
る
図
書
館
を
望
み
ま
す
。 

答 

図
書
館
行
政
を
担
当

す
る
部
署
や
こ
れ
ま
で
の

図
書
館
で
の
業
務
経
験
を

活
か
し
た
新
た
な
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
部
署

で
の
業
務
に
就
い
て
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

   

     

問 

学
校
給
食
株
式
会
社
で

は
食
育
を
テ
ー
マ
に
安
心
安

全
な
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
社
員
や

パ
ー
ト
の
方
に
ど
の
よ
う
な
教

育
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

答 

委
員
会
と
し
て
は
、
同

社
で
の
衛
生
研
修
の
実
施

や
衛
生
管
理
の
徹
底
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
他
市
で
の

食
中
毒
事
例
等
の
情
報
提

供
を
し
、
注
意
喚
起
を
促
し

て
い
る
。 

問 

学
校
給
食
は
子
ど
も

達
を
育
む
素
晴
ら
し
い
事

業
で
、
衛
生
管
理
も
素
晴
ら

し
く
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
と

れ
た
歴
史
あ
る
本
市
の
給

食
事
業
で
あ
る
。
日
本
一
の

給
食
を
目
指
し
、
今
後
と
も

社
員
や
パ
ー
ト
の
方
の
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
、
特
に
人
員
の

補
充
や
風
通
し
の
よ
い
職
場

に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
全
て

の
人
が
喜
ぶ
給
食
事
業
の

発
展
に
な
る
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
見
解
は
？ 

答 

学
校
給
食
は
適
切
な

栄
養
の
摂
取
に
よ
る
健
康

の
保
持
増
進
や
子
ど
も
達

の
心
身
の
成
長
に
関
わ
る

重
要
な
役
割
を
担
い
、
食
育

の
生
き
た
教
材
で
あ
る
と

の
位
置
づ
け
の
中
で
、
安
心

安
全
で
お
い
し
い
給
食
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
第
一

で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
提

供
で
き
る
よ
う
松
原
学
校

給
食
株
式
会
社
に
業
務
委

託
し
て
い
る
。
会
社
の
人
員

配
置
に
つ
い
て
は
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
等
を
活
用
す

る
な
ど
し
、
現
在
研
究
中
と

認
識
を
し
て
い
る
。 

問 

残
食
、
特
に
米
飯
の
残
食

が
多
い
と
感
じ
る
が
お
に
ぎ

り
に
す
る
回
数
を
増
や
す
等

の
工
夫
を
で
き
な
い
も
の
か
。

市
と
会
社
で
残
食
状
況
の
話

し
合
い
の
機
会
は
？ 

答 

残
食
は
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
給
食
セ
ン
タ
ー
見
学

等
の
食
育
に
取
組
む
。
委
員

会
、
学
校
、
委
託
会
社
等
で
の

意
見
交
換
会
の
機
会
が
あ
る
。  

   

     

問 

松
原
市
は
所
得
の
少
な

い
世
帯
が
多
い
の
に
誰
も
に
か

か
る
「
均
等
割
」
世
帯
に
か

か
る
「
平
等
割
」
が
高
い
。
多

子
世
帯
の
負
担
を
減
ら
す
べ

き
だ
。 

答 

応
益
割
の
変
更
な
ど
一

定
の
配
慮
を
し
て
い
る
大
阪

府
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
を
踏
ま
え
た
保
険
料
率
の

設
定
を
行
っ
て
い
る
。 

問 

国
保
の
統
一
化
に
な
っ
て

も
他
市
で
は
、市
独
自
の
減
免

制
度
を
継
続
す
る
な
ど
負
担

減
に
努
め
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
し
な
い
の
か
。 

答 

赤
字
の
解
消
を
、
一
番

行
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
赤

字
解
消
の
財
源
と
し
て
、
大

阪
府
に
財
政
の
支
援
を
引

き
続
き
要
望
す
る
。 

問 

国
や
府
の
負
担
を
増
や

し
、
「
均
等
割
・平
等
割
」を

ゼ
ロ
に
し
、
国
保
料
を
引
下

大阪維新の会 

田中 厚志 

日本共産党 

植松 栄治 

日本共産党 

福嶋 光広 

本会議・委員会の様子は、市ホームページを経由してＹｏｕＴｕｂｅで視聴することができま

すので、是非ご覧ください。ホームページへはこちらのQRコードからアクセスできます。 

もしくは、http://www.city.matsubara.lg.jp 

よりアクセスをお願いします。 

スマホでスキャンしてや！！ 

松原市議会で検索！！ 

本
定
例
会
で
の
個
人
質
問 
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げ
る
べ
き
だ
。 

答 
本
市
で
は
、
大
阪
府
国
民
健

康
保
険
運
営
方
針
を
踏
ま
え
た

保
険
料
率
を
設
定
し
、
安
定
し

た
国
保
運
営
に
努
め
て
い
る
。 

   

問 

週
１
回
の
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

や
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
改
善
、
35
人
学

級
実
施
、
人
員
増
す
べ
き
だ
。 

答 

最
低
月
１
回
の
ノ
ー
残
業
デ

ー
に
取
り
組
む
。
タ
イ
ム
レ
コ
ー

ダ
ー
と
い
う
方
法
で
は
本
市
は

取
り
組
ん
で
な
い
。
学
級
の
定
数

削
減
は
、府
・国
に
要
望
。部
活
動

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
く
。 

問 

中
教
審
の
「
一
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
の
導
入
」は
、長
時

間
労
働
を
ひ
ど
く
す
る
も
の
だ
。 

答 

正
式
に
示
さ
れ
た
ら
、
教
育

委
員
会
と
し
て
も
慎
重
に
研
究

し
て
い
く
。 

問 

時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

市
で
は
な
く
、
国
、
府
の
予

算
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。  

委 員 会 協 議 会 に お い て 以 下 の 委 員 が 

一 般 質 問 を 行 い ま し た ！ 

問 学校給食センターを食育の拠点となるよう、市民に親しみの  

     ある施設になるための活用について 

答 現在、夏休みのセンター見学や親子クッキングをしている。 

      衛生面を第一に考え、市民の皆さんへの効果的なセンター 

      利用について引き続き検討する。 

問 現図書館の今後の活用について 

答 現図書館は、エリア一帯がスポーツ施設や文化施設が集中 

      しているので、多くの市民の方に喜んでいただけるよう利便 

      性の向上につながるような利用方法について全庁的に検討 

      を進めていきたい。 

森田夏江 委員 

令和元年第１回定例会審議日程（予定） 

６月 ７日（金）  本会議初日 

  １８日（火）  本会議（個人質問） 

  １９日（水）  本会議（個人質問） 

  ２０日（木）  本会議（個人質問） 

  ２４日（月）  福祉文教委員会 

  ２５日（火）  総務建設委員会 

  ２６日（水）  委員会予備日 

  ２８日（金）  本会議最終日 
※上記審議日程はあくまで予定ですので、変更になる場合が 

  あります。あらかじめご了承下さい。 

問 松原版ネウボラの窓口と具体的な内容について 

答 子育て世代包括支援センターとして、平成３１年４月から地域 

      保健課が窓口となる。具体的には、出産前の妊婦への聞き 

      取りの内容を充実させ、客観的に分析し、支援プランの作成 

      をする。また、産後についても状況に応じて、同様に分析し、 

      支援プランを見直し切れ目のない支援を行っていく。 

問 小学校図書の充実についての認識とこれまでの施策について 

答 確かな学力並びに豊かな心を育成するという観点から学校 

      図書の充実は必要と考える。これまでは、バーコードシステ 

      ムの導入、学校図書館支援ボランティアの活用、学校司書 

      の配置により学校図書館の充実に努めている。 

問 男女共同参画についての市民への周知方法について 

答 周知啓発については、男女共同参画やデートＤＶなどの啓発 

     のチラシを作成し、イベントで配布する等している。 

     また、６月の男女共同参画週間や11月の女性に対する暴力 

     をなくす運動の週間に合わせて市役所の市民ロビーにおいて 

     パネル展を開催し、啓発に努めている。 

問 ＤＶ被害者の相談内容に対する対応について 

答 相談の内容をしっかり聞いて相談者の状況や１番何を望んで 

      いるのかを把握し、庁内の関係機関につないでいる。 

      また、状況に応じて大阪府と連携し、対応している。  

野口真知子 委員 

問 第２次産業振興ビジョンの特徴について 

答 雇用の創出と促進に重点を置き、市内の既存企業の流出を 

      防止し、安定的な雇用を確保しつつ、更なる産業の発展を実 

      現し、移住・定住につなげていきたい。  

問 本市の産業振興施策の評価と展望について 

答 第１次産業振興ビジョンにおいて工業事業所の従業員１人あ 

      たりの出荷額、卸売店の従業員１人当たりの販売額は目標 

      を達成した。また、企業立地促進制度の利用は最多の指定 

      件数となっている。第２次ビジョンにおいても企業立地による 

      雇用創出を考えている。今後も本市と府が連携を強め、商 

      業・サ―ビス業の充実等、全ての産業分野で相対的な地域 

      の経済発展に向け引き続き取り組んでいきたい。 

篠本 雄嗣 委員 

問 不燃物・粗大ゴミの未収集世帯の把握について 

答 電話申込制に登録された方と持ち込みされた方の情報を合 

      わせ、未利用世帯の状況を把握し、制度運用にあたり調査 

      研究を進める。 

問 近隣住民からのゴミ屋敷の情報の対応について 

答 本人の理解を得ながら関係部局と連携し対応している。地域  

      包括支援センターの相談員がご家族と面談し問題解決に取 

      り組んでいる事例がある。 

問 空き家の除却に対する新たな補助制度について 

答 基準により判定する危険な空き家について、除却に要した費 

      用、もしくは国が定める除却費用の基準額のいずれかの低 

      い額の８割（上限１００万円）を補助するもの。 

植松 栄次 委員 

依田 眞美子 委員 

教
師
の
授
業
持
ち
時
間
数
減

ら
し
、
多
忙
化
解
消
を 
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平成３１年度当初予算について審査を行いました！！ 

主な質疑については以下のとおりです。 

地域での防犯活動の促進と犯罪が起こりにくい環境づくり

を推進し、安心・安全のまちづくりを進める。 

 問 平成３１年度新規事業の概要について 

 答 自治会等に対し、青色防犯パトロール車両の購入費 

    及び活動にかかる経費を補助。 

 問 青色防犯パトロール車両の活用と運転手の確保等 

    の工夫について 

 答 街頭犯罪防止や子どもの登下校の見守りのほか、 

災害時における避難所開設情報等の広報活動に使

用。町会や防犯協議会、PTAなど地域における各種

団体が協力することにより、運転手の確保を含めた

効果的な活用をしていただきたい。  

その他の質疑 

   青色防犯パトロール車両購入費及び活動経費への

補助事業の詳細・目的及び予算積算内訳、現在活

動している団体等について 

防 犯 活 動 事 業 児童・生徒理解活動（心の教育）推進事業 

教育相談活動や体験活動を実施し、児童・生徒の不登 

校や問題行動等の総合的な支援を行うために、教育支 

援センター事業を実施。 

 問 スクールソーシャルワーカーを増員する目的について 

 答 各中学校区に１名配置することで、小学校から中学  

   校への継続的な見守り、兄弟関係等を含めた家庭全 

   体の見守りが行いやすくなる。 

 問 新たに配置する中学校部活動指導員の人数、目的、 

   今後の考え方について 

 答 平成３１年度は３名を配置予定。専門家による指導体制の 

   推進とともに、教員の働き方改革の一つでもある。府内実 

   績も少ない中、効果的な活用や適正な配置を研究し 

      ていく。 

その他の質疑 

   教育支援センター事業の取組内容、スクールカウンセ  

   ラーやスクールソーシャルワーカーの実績と効果、部 

   活指導員の選出方法、外部指導者との比較、人材育 

   成財源等について 

防 災 設 備 整 備 事 業 

防災無線や防災拠点の資機材等の維持管理、各種防災

システムの運用及び維持管理を行うほか、避難所で使用

する段ボールベッドやマットを計画的に整備する。 

 問 新たに導入する防災アプリの効果等について 

 答 無料アプリのダウンロードにより、スマホで避難所開   

   設情報や現在地から最寄りの避難所までの距離及び    

      避難者数等の情報を確認でき、パンザマストによる情    

      報発信の弱点を補うこともできる。また、ハザードマッ 

      プのオプション追加のほか、ＩＤ付与により、災害時協 

      力団体等との情報伝達ツールとしても活用していく。 

 その他の質疑 

   自主防災組織等に対する活動支援について  

母 子 保 健 指 導 事 業 

訪問による保健指導や子育て講座、教室等を実施すると 

ともに、「子育て世代包括支援センター」を開設するほか、 

「産後ケア事業」を実施し、母子の健全育成を図る。 

 問 新たに実施する事業について 

 答 松原版ネウボラとして、子育て世代包括支援センター  

   （母子保健型）を開設し、妊娠、出産、子育て期に関 

   する相談等に応じながら、ワンストップで対応していく。 

    また、専門の助産師等による産後ケア事業により母  

      子の健全育成を図る。 

 問 産後ケア事業において、宿泊型はないのか？ 

 答 市内医療機関や各市の状況等を調査し、デイサービ 

      ス型として実施することとした。引き続き、ニーズ等の 

      把握に努めていく。  

その他の質疑 

   経費の内訳及び事業内容について 
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個 別 施 設 計 画 等 策 定 事 業 

公共施設等総合管理計画に基づき、施設ごとの具体的な 

対応方針等を定める個別施設計画等を策定するために必 

要な調査を平成３１年度に実施する。 

 問 計画策定のねらいや目的、長寿命化や総量抑制の 

   考え方について 

 答 平成３２年度に計画を策定するために調査を行うが、 

   調査内容については総合管理計画の今後の方針を 

      踏まえ、建物（ハード面）の調査のみならず、利用状 

      況等ソフト面の調査も行い、個別施設計画の策定に 

      繋げていく。  

その他の質疑 

   経費の内訳、調査委託の内容等について 

消防緊急通信指令システム運用事業 

消防の中枢を担う消防緊急通信指令システムの運用経費。 

 問 新たに導入するNet119の目的、効果等について 

 答 音声による会話が困難な方については、ＦＡＸによる  

    １１９番通報を行っていただいているが、Net119の導入 

       により、スマホ等の簡単な画面操作で屋外からでも通 

       報が可能になる。  

その他の質疑 

     経費の内訳、緊急事案に対してタイムラグが発生しな   

   い理由、全国規模における導入率と近隣自治体にお 

   ける導入状況、運用開始日等について 

地 産 地 消 普 及 促 進 事 業 

地産地消フェア「まつばらマルシェ」の実施により、市内に 

情報発信を行い、地場産農畜産物の地産地消など、地域 

の活性化に寄与する。 

 問 ３０年度のマルシェ来場者数とその傾向等について 

 答 ３０年度は４万人を超える来場者があった。また、アン   

      ケート結果から、リピーターや市外からの来場者も多  

      くみられ、イベントとして定着している。 

 問 イベント開催による効果について 

 答 商業活性化、農業活性化に繋がっていると感じている。 

 問 イベント開催に伴う予算計上に当たっては、地産地消 

   普及促進事業として、出店後の販路拡大や地域の活 

   性化など、きめ細やかな検証が必要ではないか？ 

 答 今後、出店者等に対するアンケート調査を実施し、イベ 

    ント終了後の出店効果など、詳細な把握に努める。  

その他の質疑 

    「まつばらマルシェ」の実施に伴う委託料の内訳、委 

    託先、委託方法のあり方、平成３０年度のイベントの 

   概要、来年度実施に向けた開催時期の工夫、企画

内容及び予算増額の効果等について 

観 光 事 業 

本市所在の魅力的な地域資源や過年度に作成したＰＲ動 

画・観光パンフレットを活用した情報発信を市内外に行 

い、観光誘客に繋げる。 

 問 Ｇ２０やラグビーワールドカップ、オリンピック・パラリン     

   ピックに続き、大阪万博が開催されるが、外国人誘 

       客に繋げる取組は？ 

 答 新たに外国人ブロガーを起用し、実際に自分で取材し 

   た内容をブログで紹介していただくなど、効果的な観 

   光ＰＲを行う。 

 問 地域資源の活用についての工夫をしたうえで情報発 

   信することにより、効果が現れるのではないか？ 

 答 観光協会との連携や民間への働きかけを含め、歴 

   史・文化など本市の価値ある観光資源を活用してい 

   きたい。  

その他の質疑 

   事業の概要、外国人観光客数、外国人ブロガー起用 

   の基準と経緯、PRプロモーションの実施時期及び他 

   市事例の有無、空撮PR映像等これまでの投資効果 

   等について 
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要 保 護 及 び 準 要 保 護 児 童 生 徒 支 援 事 業 

経済的な理由により市立小中学校へ就学させるのが困難

な家庭に対し、学用品費等の援助を行う。 

 問 予算の減額理由について 

 答 児童生徒数の減少によるもの。 

 問 対象となる経費の内訳について 

 答 要保護児童については修学旅行費のみの支給となっ 

   ており、準要保護児童については学用品費等も支    

      給している。 

 問 支給時期について 

 答 平成３０年度より前期分を５月、後期分を１０月に支給 

        し、５月には給食費と学用品費を１年間分支給している。 

 問 財源等について 

 答 就学援助費については市単独の一般財 

    源となっている。 

その他の質疑 

              要保護及び準要保護児童生徒数について 

消 費 者 対 策 事 業 

市民の安心・安全な消費生活に寄与することを目的とし

た、消費生活センターの運営等を行う。 

 問 巧妙化する特殊詐欺等の被害防止策の一つである 

    通話録音装置の貸与状況について 

 答 累計３００台を貸与。今後も新たに購入し、希望者に貸 

    与していく。 

 問 被害防止策として、組織横断的な情報共有や啓発活 

    動をどのように行っているのか？ 

 答 例えば国民健康保険を装った事象に対しては、保険年 

       金課との情報共有を図ることはもとより、大阪府警と 

       の連携による情報収集に努め、各種媒体を通じた市 

       民の皆さまへの周知を行っている。  

その他の質疑 

    消費者生活センターへの相談  

    件数、相談内容、主な被害事  

      例と市の認知件数等について 
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置

す
る
箇
所
、
経
費
の
内
訳
、
電
気
代
の
負
担
、
保

護
者
が
設
置
し
た
空
調
機
器
の
取
り
扱
い
等
に

つ
い
て  

▽
認
定
こ
ど
も
園
建
設
事
業
の
目
的
・
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
本
事
業
に
よ
り
統
合
の
対
象
と
な

る
幼
稚
園
、
定
員
数
、
施
設
の
規
模
及
び
園
庭
の

面
積
、
統
合
の
対
象
と
な
る
幼
稚
園
と
の
園
庭

面
積
の
比
較
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
内
容
、
財
源
内
訳
等
に
つ
い
て 

▽
第
１
保
育
所
解
体
撤
去
事
業
・第
２
保
育
所
大
規

模
改
修
事
業
に
お
い
て
、
第
２
保
育
所
の
改
修
が
必

要
に
な
っ
た
理
由
・改
修
内
容
及
び
さ
ら
に
安
全

性
・快
適
性
を
高
め
る
た
め
の
改
修
、
第
１
保
育
所

の
解
体
を
平
成
31
年
度
に
実
施
す
る
理
由
及
び

跡
地
の
利
活
用
、
両
事
業
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

財
源
内
訳
、
今
後
の
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て 

衛
生
費 

▽
母
子
健
康
診
査
事
業
に
お
け
る
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
検
査
方
法
及
び
助
成
方
法

等
の
事
業
概
要
、
特
定
不
妊
治
療
助
成
の
事
業

概
要
及
び
実
績
等
に
つ
い
て 

消
防
費 

▽
災
害
対
策
事
業
に
お
け
る
経
費
の
内
訳
及
び

防
災
訓
練
等
の
実
績
、
自
主
防
災
組
織
等
に
対

す
る
活
動
支
援
に
つ
い
て 

▽
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（Ａ
Ｅ
Ｄ
）配
備
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
お
け
る
予
算
積
算
根
拠
、
市
内
コ

ン
ビ
ニ
の
設
置
台
数
、
及
び
設
置
店
舗
へ
の
研
修

の
実
施
、
未
設
置
店
舗
へ
の
対
応
、
機
器
の
保
守

点
検
等
に
つ
い
て 

教
育
費 

▽
児
童
自
己
防
衛
力
育
成
事
業
の
概
要
、
災
害

時
等
安
否
確
認
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
内
容
及
び

有
効
性
、
携
帯
電
話
等
未
保
有
世
帯
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て  

▽
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
経
過
、
予
算
の
積
算
内
訳
と
予
算
減
額
の

理
由
、
着
手
宣
言
等
の
取
組
状
況
、
事
前
指
導
に

お
け
る
指
摘
事
項
、
事
業
の
成
果
等
に
つ
い
て 

▽
恵
我
幼
稚
園
解
体
撤
去
事
業
に
お
い
て
、
建

物
撤
去
後
の
土
地
利
活
用
、
市
内
北
側
に
お
け

る
認
定
こ
ど
も
園
建
設
計
画
等
に
つ
い
て 

▽
読
書
活
動
推
進
事
業
及
び
障
害
者
支
援
事
業

に
お
け
る
前
年
度
予
算
と
の
比
較
、
新
図
書
館
に

お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て 

▽
市
民
体
育
館
管
理
事
業
・市
民
プ
ー
ル
管
理
事

業
・市
民
道
夢
館
管
理
事
業
に
お
い
て
２
期
目
も
指

定
管
理
者
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
、

１
期
目
と
の
費
用
比
較
、
施
設
利
用
者
数
の
増
加

等
指
定
管
理
者
に
す
る
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て 

総
務
建
設
委
員
会
所
管 

総
務
費 

▽
公
共
施
設
循
環
バ
ス
運
行
事
業
に
お
け
る
予

算
減
額
の
理
由
、
事
業
の
変
遷
、
委
託
先
選
定
方

法
、
休
日
運
行
し
た
場
合
の
経
費
、
運
行
ル
ー
ト

の
検
証
及
び
研
究
等
に
つ
い
て 

▽
駐
車
場
管
理
事
業
の
現
状
と
課
題
及
び
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
と
今
後
の
見
通
し
等

に
つ
い
て 

▽
庁
舎
管
理
事
業
に
お
け
る
予
算
減
額
の
理

由
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施
設
管
理
の
工
夫

等
に
つ
い
て 

▽
情
報
化
推
進
事
業
に
お
け
る
※1

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の

経
緯
、
具
体
的
な
活
用
方
法
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
導
入
に
よ
る
効
果
、
他
市
の
導
入
状
況
等
に
つ

い
て 

▽
基
幹
統
計
調
査
費
に
お
け
る
各
種
調
査
の
経

費
の
内
訳
と
調
査
目
的
、
昨
今
報
道
さ
れ
て
い

る
不
正
調
査
に
伴
う
本
市
の
対
策
等
に
つ
い
て 

衛
生
費 

▽
広
域
ゴ
ミ
処
理
事
業
に
お
け
る
本
市
の
経
費

負
担
割
合
、
予
算
増
額
の
理
由
に
つ
い
て 

▽
可
燃
ゴ
ミ
処
理
事
業
及
び
可
燃
ゴ
ミ
処
理
業

務
に
お
け
る
予
算
減
額
の
理
由
、
委
託
料
の
内

容
等
に
つ
い
て 

▽
不
燃
物
・粗
大
ゴ
ミ
処
理
業
務
に
お
け
る
予
算

減
額
の
理
由
、
分
別
の
周
知
、
電
話
申
込
制
に
伴

う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
及
び
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
必
要

な
経
費
、
電
話
申
込
制
未
登
録
世
帯
の
現
状
等

に
つ
い
て 

▽
資
源
ゴ
ミ
処
理
業
務
に
お
け
る
予
算
増
額
の

理
由
、
経
費
の
内
訳
、
立
部
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
閉
鎖
に
よ
る
影
響
及
び
効
果
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
設
備
等
撤
去
改
修
事
業
に
お
け
る
設
備

※
議
員
（
委
員
）
の
質
疑
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
を
含
む
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
疑 

※1 RPA＝ロボティック・プロセス・オートメーションの略。 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

  

 

 議 案 

  会派・議員名 公明党 自由民主党 日本共産党 
大阪 

維新の会 

まつばら 

未来 

結 果 
三
重
松
清
子 

中

尾

良

作 

河

内

 

徹 

依
田
眞
美
子 

池

内

秀

仁 

紀

田

 

崇 

篠

本

雄

嗣 

中

田

靖

人 
 
 
 
 
 
 
 

森

田

夏

江 

福

嶋

光

広 

野
口
真
知
子 

植

松

栄

次 

平

野

良

子 

鍋

谷 

悟 

田
中
厚
志
※1 

松

井

育

人 

河

本

晋

一 

平成30年度松原市一般会計補正予算（第５号） 〇 〇 × 〇 〇 可 決 

平成31年度松原市一般会計予算 〇 〇 × 〇 〇 可 決 

平成31年度松原市国民健康保険特別会計予算 〇 〇 × 〇 〇 可 決 

平成31年度松原市介護保険特別会計予算 〇 〇 × 〇 〇 可 決 

松原市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

（議案第21号及び第29号） 
〇 〇 × 〇 〇 可 決 

大阪府の国民健康保険料の「統一国保」に反対し国保料の引下

げ・条例減免制度の復活を求める請願  
× × 〇 × × 不採択 

議長（三重松清子・公明党）は通常採決には加わりません。 
賛否同数の時のみ可否を決定します。 

平成31年第１回定例会に付議された議

案等の議決結果は以下のとおりです。 

撤
去
の
理
由
等
に
つ
い
て 

産
業
経
済
費 

▽
観
光
協
会
運
営
管
理
事
業
に
お
け
る
補
助
割
合

及
び
補
助
基
準
、
市
が
行
う
観
光
事
業
と
の
関
係
、

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
等
に
つ
い
て 

▽
企
業
立
地
促
進
事
業
に
お
け
る
奨
励
金
交
付
の
要

件
、
予
算
の
積
算
方
法
、
本
事
業
の
目
的
及
び
定
住
促

進
や
雇
用
促
進
に
繋
が
っ
て
い
る
か
、
雇
用
実
績
の
内

訳
、
税
収
等
の
財
政
効
果
等
に
つ
い
て 

土
木
費 

▽
道
路
維
持
補
修
業
務
に
お
け
る
経
費
の
内
訳
、
委

託
料
の
内
容
、
工
事
請
負
費
の
予
算
積
算
方
法
、
市
民

か
ら
の
情
報
提
供
に
対
す
る
位
置
情
報
の
活
用
等
に

よ
る
迅
速
な
対
応
等
に
つ
い
て 

▽
投
資
的
経
費
に
お
け
る
公
園
費
に
つ
い
て
、
各
事

業
ご
と
の
事
業
概
要
、
市
民
１
人
当
た
り
公
園
面

積
の
現
状
と
今
後
の
計
画
、
防
災
等
の
観
点
か
ら

見
た
都
市
公
園
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て 

▽
公
園
等
施
設
管
理
費
に
お
け
る
予
算
増
額
の
理

由
、
経
費
及
び
財
源
の
内
訳
、
都
市
公
園
及
び
児

童
遊
園
の
数
、
公
園
種
別
に
よ
る
日
常
的
な
管
理

主
体
、
公
園
等
管
理
業
務
の
委
託
先
と
委
託
内

容
、
遊
具
の
点
検
頻
度
・点
検
内
容
及
び
点
検
後
の

対
応
等
に
つ
い
て 

▽
耐
震
改
修
補
助
事
業
の
概
要
、
周
知
方
法
、
民

間
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
対
す
る
撤
去
及
び
新

設
費
用
に
対
す
る
補
助
実
績
と
相
談
件
数
等
に
つ

い
て 

消
防
費 

▽
非
耐
震
性
防
火
水
槽
補
強
事
業
に
お
け
る
実
施

場
所
・防
火
水
槽
の
規
模
・予
算
の
内
訳
、
漏
水
対

策
に
よ
る
耐
震
性
能
及
び
補
強
に
よ
る
漏
水
対
策

を
採
用
す
る
理
由
、
補
強
計
画
に
お
け
る
優
先
順

位
等
に
つ
い
て 

教
育
費 

▽
大
塚
野
外
活
動
広
場
運
営
事
業
に
お
け
る
経
費

の
内
訳
、
予
算
の
増
額
理
由
、
台
風
被
害
に
よ
る
復

旧
時
期
等
に
つ
い
て 

▽
投
資
的
経
費
に
お
け
る
大
塚
運
動
広
場
整
備
事

業
の
概
要
と
経
費
の
内
訳
、
社
会
変
化
や
環
境
変

化
に
伴
う
施
設
の
有
効
活
用
等
に
つ
い
て 

 

松
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

歳
入
に
つ
い
て 

保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
う
ち
、
特
別
交
付
金
と

し
て
保
険
者
努
力
支
援
分
の
算
定
方
法
、
当
初
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
特
別
調
整
交
付
金
に
今
回

の
条
例
改
正
に
伴
う
影
響
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、

一
般
会
計
繰
入
金
の
内
容
、
保
険
料
予
算
額
減
額

の
要
因
、
保
険
料
率
と
累
積
赤
字
解
消
の
内
容
及

び
激
変
緩
和
措
置
期
間
終
了
後
に
お
け
る
累
積
赤

字
解
消
の
方
法
、
府
内
統
一
化
後
に
お
け
る
市
独

自
減
免
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
代
に
対
す
る
保

険
料
等
に
つ
い
て 

歳
出
に
つ
い
て 

一
般
管
理
費
の
予
算
減
額
理
由
、
広
域
化
と
市
の

窓
口
担
当
職
員
と
の
関
係
性
に
つ
い
て 

松
原
市
下
水
道
事
業
会
計 

▽
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
伴
う
予
算
増

額
理
由
、
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・デ

メ
リ
ッ
ト
及
び
水
道
事
業
会
計
か
ら
の
借
入
金
の

影
響
等
に
つ
い
て 

松
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計 

歳
入
に
つ
い
て 

▽
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
の
う
ち
、
特
別
徴
収

対
象
者
の
要
件
、
普
通
徴
収
滞
納
繰
越
保
険
料
の

内
訳
及
び
原
因
、
き
め
細
や
か
な
納
付
相
談
、
滞

納
者
に
対
す
る
給
付
制
限
等
に
つ
い
て 

▽
一
般
会
計
繰
入
金
増
額
の
理
由
等
に
つ
い
て 

歳
出
に
つ
い
て 

▽
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
内
容
と
予
算
増
額

理
由
、
委
託
料
の
詳
細
、
元
希
者
カ
フ
ェ
の
事
業
成

果
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て 

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に
お
け
る
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算
に
つ
い
て 

▽
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
財
源
内
訳
、
介
護
予

防
・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
導
入
後
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
へ
の
影
響
、
介
護
予
防
・生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
委
託
事
業
所
の
現
状
、
生
活
援
助
中
心
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
市
へ
の
届
出
義
務
に
つ
い
て 

丹
南
・若
林
・岡
・大
堀
・小
川
・一
津
屋
・

別
所
・田
井
城
財
産
区
特
別
会
計 

▽
決
算
等
を
踏
ま
え
た
予
算
計
上
に
な
っ
て
い
る
か
、

町
会
等
に
対
す
る
負
担
金
の
詳
細
に
つ
い
て 

〇平成30年度松原市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

〇平成30年度松原市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

〇平成31年度松原市水道事業会計予算 

〇平成31年度松原市下水道事業会計予算 

〇平成31年度松原市後期高齢者医療特別会計予算 

〇平成31年度丹南財産区特別会計予算 

〇平成31年度若林財産区特別会計予算 

〇平成31年度岡財産区特別会計予算 

〇平成31年度大堀財産区特別会計予算 

〇平成31年度小川財産区特別会計予算 

〇平成31年度一津屋財産区特別会計予算 

〇平成31年度別所財産区特別会計予算 

〇平成31年度田井城財産区特別会計予算 

〇松原市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市南部大阪都市計画大阪中央環状線沿道地区地区計画の区域内における建築物の 

  制限に関する条例制定について 

〇松原市南部大阪都市計画寺池地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条 

  例制定について 

〇松原市生産緑地地区の区域の規模に関する条例制定について 

〇松原市火災予防条例の一部を改正する条例制定について 

〇権利の放棄について（市営住宅家賃等に係る債権） 

〇大阪市・八尾市・松原市環境施設組合規約の一部変更に関する協議について 

〇市道路線の認定及び廃止について 

〇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇別所財産区管理委員の選任について 

〇若林財産区管理委員の選任について 

〇岡財産区管理委員の選任について 

〇大阪市・八尾市・松原市環境施設組合議会議員選挙の件 

〇ＵＲ賃貸住宅ストックの活用を求める意見書 

〇食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを進める意見書 

※
議
員
（
委
員
）
の
質
疑
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
を
含
む
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※１ 平成30年度松原市一般会計補正予算（第5号）を除く、議案については欠席のため採決に加わっていません。 


